
無

評価日

無
印刷物の配布

規制を受ける環境法令等

緊急事態

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
本事業は、事業開始から3年目になり市民による自主的・主体的な景観まちづ
くりが、徐々に浸透してきており、さらなる推進を図るため景観まちづくりに要
する予算については、現状を維持する必要がある。

今年度の状況と今後の方向性

拡大 縮小

5-1景観・美観の保全と形成

H２５．６・２４ 評価者職氏名

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

終了

都市計画課長　森田　正雄

拡大 縮小

次年度予算

継続

105

⑦
改
善
点

平成24年度中に改善した点（どのように改善したか、それにより何がどうなったかを具体的に記載してください）

その
他

改善・
効率化

101

目標値 55 55

実 績 56 58

 
 

⑥
成
果

85

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

　 項目名 項目説明 単位

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

成果指標
都市景観や街並みの満足
度

市民意識調査

％

％

景観市民活動クラブ 登録団体数

とことこ景観資源 指定件数

とことこガーデン 認定件数

1,931

24 H25見込み 将来目標Ｈ

22,772

人）

2.35 人 21,599

（千円）

1,931

2,642 617

（千円） 平成 25（千円） 年度

3,165

（

24 年度平成

342,214

22,772

人） （

2.50 人 22,155

24,241

平成 23

その他（　　　　　　　　　　） ）

国・県支出金

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

全市民

一般財源 24,241

事業費合計

正規職員人件費

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

市民主体の景観まちづくりを支援し、所沢らしい良好な景観の形成を推進する。

1,980

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度24

≪会計種別≫

平成

当初予算

決　　　算　（見込み含む）

・景観まちづくりに取り組む景観市民活動クラブが、円滑に活動が行えるように情報の発信、場の提供や代表者会議を開催して支援を行う。
・景観市民活動クラブに対し,景観まちづくりに要する経費について補助金を交付する。
・市民から「とことこ景観資源」候補の募集を行い、所沢らしい良好な景観の形成に資するものを「とことこ景観資源」として指定し、市ホームページに公表する。
・「庭木もう一本運動」「ご近所協定」「とことこガーデン」の景観まちづくりモデル事業を実施する。

人

一般会計 年度

単位
人

事業の具体的な内容及び実施方法

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市ひと・まち・みどりの景観計画

平成９年に所沢市都市景観形成基本計画を策定し、埼玉県景観条例と併せて良好な景観の形成に取り組んできたが、景観まちづくりへの市
民の積極的な参加もみられたことから景観法に基づく所沢市ひと・まち・みどりの景観条例及び所沢市ひと・まち・みどりの景観計画を定め、市
民・団体・事業者及び市の協働による一層魅力ある所沢らしい良好な景観の形成を進めるものである。

総合計画の体系 章 街づくり 所沢らしい景観まちづくりを進めます

所沢市街づくり条例に定める市民主体の街づくりの促進

基本
方針

法定受託＋附加

342,735

→

土地利用節

法定受託事務

平成 23 年度

■ □ □

年度 終了年度　　　平成開始年度　　　平成 23

事業の種別 自治事務

平成 25 年度事務事業評価表（二次評価用）　　　　　

110102

①事務事業名 担
当
部
課

事業コード
景観まちづくり支援事業

年度

都市計画課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 景観・地区計画グループ

部課コード 110100 ℡ 2998-9192

根拠法令②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

景観法、
所沢市ひと・まち・みどりの景観条例

人）人） （

平成25年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

（

数

115

件 68 94

8

Ｈ 23

単位 Ｈ 23

6

件

Ｈ 24

55

165

124

10

H25目標値 将来目標

「実績」
縮小図る

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

景観市民活動クラブやとことこガーデンの活動など、市民による景観まちづくりが自主的・主体的に進んできたことから、今後においては、景観まちづくりを所沢ブラ
ンドの創造と地域経済の活性化に活用できるように事業の推進及び充実を図っていく。

理由

本事業は、市民・団体、事業者及び市の協働により一層魅力ある所沢らしい
景観の形成を進めるためのものであり、また、前期基本計画の「総合的に取り
組む重点課題」における「所沢ブランドの創造と地域経済の活性化」の既存資
源として景観が位置づけされていることから今後とも継続していく必要があ

達成率

現状
維持

※「財源内訳」について 

財
源
内
訳
 

④
経
 
 
費
 

※「財源内訳」について 


